
８ 国内由来の外来種対策の現状と課題（１）

（１）自然公園法及び自然環境保全法の改正
○自然公園法及び自然環境保全法の施行令の一
部改正（H17.11.）
---国立・国定公園特別保護地区（344,857ha、国土の

0.9％）および原生自然環境保全地域（5,631ha、国
土の0.01％） 内において全ての動植物の放出等が
規制

→放出の許可件数：国立公園 １件（H18～23）

○自然公園法及び自然環境保全法の一部改正
（H21.6.）
---国立・国定公園特別地域（2,429千ha、国土の

6.4％）および自然環境保全地域特別地区（17千ha、
国土の0.04％）内の指定地域の指定した動植物の
放出等の規制

---生態系維持回復事業の創設
生態系維持回復事業計画 国立公園： ６箇所

外来生物法案に対する附帯決議において、「国内由来の外来生物の問題について
は、自然公園法等の既存法令を活用した規制の強化などを行うこと」とされている。

資料８
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（２）外来種対策を念頭においた生態系維持回
復事業の例
○白山国立公園（昭和37年指定）の高標高部

一帯には高山植物群落があり、分布の西限
となっている種類も多数ある

○近年、登山者の増加等に伴い、外国産及び
国内由来の外来植物等の分布が拡大してお
り、外来植物の防除を目的にした事業の導入

○生態系維持回復事業の追加を内容とする公
園計画の一部変更（平成23年1月）：
---生態系の維持や回復に支障を及ぼすおそ

れのある外来植物の除去
---外来植物種子除去マットの設置等

８ 国内由来の外来種対策の現状と課題（２）

富山県

岐阜県

福井県

石川県

＜主な外来植物＞＜交雑が起きている種＞

オオバコ、ハクサンオオバコ スズメノカタビラ、コマクサ

1：465,000

1



８ 国内由来の外来種対策の現状と課題（３）

（３）国立公園で確認された国内由来の外来種の例
（平成23年度に地方環境事務所にアンケートを行い作成）

国立公園
名

国内由来の
外来種の例

対策状況

支笏洞爺 コマクサ 羊蹄山、樽前山で駆除

小笠原
ガジュマル

リュウキュウマツ
アカギ

駆除試験を開始
駆除を実施

駆除を実施（弟島、平
島でほぼ根絶）

富士箱根
伊豆

ニホンイタチ（伊豆諸島）、
アズマヒキガエル（伊豆諸島）

生育状況、対策方法の
検討（東京都）

白山 コマクサ
外来由来判定のための
DNA解析、他の植物へ
の影響調査、駆除作業

屋久島 タヌキ 生態影響の調査

※このほか、全
ての国立公園
で国内由来の
外来植物が生
育していると考
えられ、これら
はパークボラン
ティア等により、
他の外来種と
あわせて、駆除
されている場合
もある。

８－４ 国内由来の外来種対策の現状と課題

（４）地方公共団体の条例による国内由来の外来種などの規制
（平成23年度に都道府県にアンケートを行い作成）

このうち国内由来の外来種
を含む条例は、１１自治体
（福島、東京、石川、長野、静岡、
愛知、三重、岡山、香川、愛媛、
佐賀県）

地方における外来種に関する条例の整備状況 （H24.2.1 現在)
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８－５ 国内由来の外来種対策の現状と課題

（５）地方公共団体が独自に作成した外来種リストにおける国内由来の外
来種などの取扱 （平成23年度に都道府県にアンケートを行い作成）

このうち国内由来の外来種
を含むリストは、１３自治体
（北海道、青森、埼玉、千葉、愛
知、滋賀、京都、兵庫、愛媛、熊
本、宮崎、鹿児島、沖縄）

地方版外来種リストの整備状況 （H24.2.1 現在)
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